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兵庫県芸術文化協会
令和 2年 9月号

題
字
：
井
茂
圭
洞
（
書
家
・
文
化
功
労
者
）

兵庫県民会館　けんみんホール

芸
術
文
化
公
演
再
開
緊
急
支
援
事
業
を
実
施

県
内
の
ホ
ー
ル
で
施
設
利
用
料
金
が
１
／
２
に

《ライオンと緑の月》　₁99₆年
作家蔵（横尾忠則現代美術館寄託）

   

兵
庫
県
生
活
文
化
大
学

                

聴
講
生
の
募
集
を
開
始
！

　

新
型
コ
ロ
ナ
に

よ
る
外
出
自
粛
下

で
、
部
屋
の
片
づ

け
を
始
め
、
途
中

で
、
昔
懐
か
し
い

も
の
を
見
つ
け
、

夢
中
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
と
い
う
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
か
。
私
に
と

っ
て
、
そ
れ
は
ア
ナ
ロ
グ
レ

コ
ー
ド
で
し
た
。

　

昔
よ
く
聴
い
た
「
か
ぐ
や

姫
」「
風
」「
竹
内
ま
り
や
」

「Beatles

」
な
ど
の
懐
か
し

い
Ｌ
Ｐ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
見
つ

け
、
一
気
に
青
春
時
代
に
タ

イ
ム
ス
リ
ッ
プ
。
そ
こ
で
、

今
で
は
、
Ｃ
Ｄ
や
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
オ
ー
デ
ィ
オ
に
取
っ
て

代
わ
ら
れ
て
い
た
年
代
物
の

レ
コ
ー
ド
プ
レ
イ
ヤ
ー
を
引

っ
張
り
出
す
こ
と
に
。
久
し

ぶ
り
に
聞
く
、
プ
チ
プ
チ
と

い
う
ス
ク
ラ
ッ
チ
ノ
イ
ズ
。

Ｃ
Ｄ
に
は
な
い
奥
行
き
の
あ

る
音
に
新
鮮
な
驚
き
で
す
。

　

通
常
の
Ｃ
Ｄ
は
２₀
k
H
z

以
上
の
音
が
カ
ッ
ト
さ
れ
て

い
る
た
め
、
ア
ナ
ロ
グ
レ
コ

ー
ド
の
方
が
情
報
量
が
多
く

滑
ら
か
に
聞
こ
え
る
と
の
こ

と
。
₁
₉
₈
₆
年
に
Ｃ
Ｄ
に

売
上
げ
を
逆
転
さ
れ
た
ア
ナ

ロ
グ
レ
コ
ー
ド
で
す
が
、
近

年
、
デ
ジ
タ
ル
配
信
な
ど
に

よ
り
Ｃ
Ｄ
の
売
上
げ
が
低
迷

す
る
一
方
、
そ
の
良
さ
が
見

直
さ
れ
、
昨
年
ま
で
₆
年
連

続
で
生
産
は
右
肩
上
が
り
だ

そ
う
で
す
。

　

レ
コ
ー
ド
を
タ
ー
ン
テ
ー

ブ
ル
に
載
せ
、
静
か
に
針
を

下
し
、
ゆ
っ
た
り
音
楽
を
聴

く
。
手
間
は
か
か
る
け
れ
ど

ス
マ
ホ
で
聴
く
の
と
は
一
味

違
う
贅
沢
な
時
間
を
持
て
た

よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。
一

方
、
部
屋
の
片
づ
け
が
進
ま

な
か
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。（
Ｔ
）

　

現
在
、「
劇
場
、
音
楽
堂
等

に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
予
防
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
に
よ
っ
て
、
ホ
ー
ル
等
で

イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
実
施
す
る
場

合
、
施
設
収
容
率
は
50
％
以
内

に
制
約
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
現
状
を
踏
ま
え
て
、
兵

庫
県
・
各
市
町
及
び
（
公
財
）

兵
庫
県
芸
術
文
化
協
会
は
、
舞

台
芸
術
活
動
を
再
開
す
る
取
り

組
み
を
支
援
す
る
た
め
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

を
講
じ
な
が
ら
芸
術
文
化
公
演

な
ど
を
実
施
す
る
場
合
、
施
設

使
用
料
の
１
／
２
相
当
額
を
助

成
し
ま
す
（
対
象
施
設
は
県
内

の
84
施
設
、１
０
２
ホ
ー
ル
）。

　

助
成
対
象

　

以
下
の
す
べ
て
の
項
目
に
当

て
は
ま
る
公
演
が
対
象
で
す
。

① 

実
演
に
よ
り
表
現
さ
れ
る
音

楽
、
舞
踏
、
演
劇
、
古
典
芸

能
、
演
芸
等
の
公
演
で
あ
る

こ
と
。

② 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
予
防
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
遵
守
し
て
実
施
す
る
こ
と
。

③
対
象
施
設
で
実
施
す
る
こ
と
。

④ 

令
和
２
年
（
２
０
２
０
年
）

７
月
１
日
㈬
か
ら
12
月
31
日

㈭
ま
で
の
間
に
実
施
す
る
こ

と
。

︻
注
意
事
項
︼

※
映
画
上
映
会
や
講
演
会
、
研

修
会
、
式
典
は
対
象
と
な
り
ま

せ
ん
。

※
練
習
の
み
の
使
用
は
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
。

　

対
象
施
設

固
定
さ
れ
た
座
席
・
舞
台
の
あ

る
収
容
人
数
１
０
０
人
規
模
以

上
の
ホ
ー
ル（
別
表
の
と
お
り
）

　

助
成
に
つ
い
て

︻
助
成
額
︼
施
設
利
用
料
金
の

１
／
２
（
助
成
額
を
利
用
料
金

か
ら
減
額
し
ま
す
）。

※
公
演
に
伴
い
使
用
す
る
附
属

設
備
の
利
用
料
金
や
リ
ハ
ー
サ

ル
室
、
控
室
の
利
用
料
金
は
助

成
対
象
外
で
す
。

︻
助
成
限
度
額
︼
１
日
１
事
業

あ
た
り
50
万
円
を
助
成
限
度
額

と
し
ま
す
。

　

申
請
方
法

　

各
ホ
ー
ル
へ
の
利
用
申
請
時

に
、
各
ホ
ー
ル
指
定
の
申
請
書

に
ご
記
入
の
上
、
ご
提
出
く
だ

さ
い
。

　

す
で
に
申
請
済
み
の
場
合
で

も
、
助
成
の
条
件
に
該
当
す
る

場
合
は
、
施
設
使
用
料
が
減
額

で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
本
番
終
了
後
に
報
告

書
を
ご
提
出
い
た
だ
き
ま
す
。

　

お
問
い
合
わ
せ

　

各
施
設
の
ホ
ー
ル
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
詳
細
は
当
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

地区 対象施設

神戸 神戸文化ホール、神戸国際会館、神戸新聞松方ホール、兵
庫県民会館、県立文化体育館　ほか（₂₄施設₂9ホール）

阪神
尼崎市総合文化センター、ピッコロシアター、西宮市フレ
ンテホール、県立芸術文化センター、川西市キセラホール
ほか（₁₃施設₁₈ホール）

東・北播磨 明石市民会館、加古川市民会館、高砂市文化会館、加東市
やしろ国際学習塾　ほか（₁₂施設₁₅ホール）

中・西播磨 姫路市文化センター、たつの市総合文化会館、赤穂市文化
会館、太子町立文化会館　ほか（₁₇施設₂₁ホール）

但馬 豊岡市民会館、豊岡市民プラザ、城崎国際アートセン
ター、日高文化体育館、出石永楽館（₅施設₅ホール）

丹波 田園交響ホール、さぎそうホール、四季の森生涯学習セン
ター、丹波の森公苑（₄施設₄ホール）

淡路 洲本市文化体育館、サンシャインホール、淡路人形浄瑠璃館、
南あわじ市文化体育館　ほか（9施設₁₀ホール）

横尾忠則現代美術館

横尾忠則の緊急事態宣言

令和2年9月19日㈯～

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ

り
、
我
々
の
日
常
は
以
前
と
は

一
変
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
感

染
症
が
世
界
規
模
で
蔓
延
す
る

様
は
ま
る
で
映
画
の
よ
う
に
も

見
え
、
時
に
虚
構
と
現
実
と
の

境
界
線
が
曖
昧
に
な
っ
た
よ
う

な
感
覚
に
襲
わ
れ
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
が
起
こ
る
は
る
か

以
前
か
ら
、
横
尾
忠
則
は
、
虚

実
が
交
錯
す
る
か
の
よ
う
な
緊

迫
し
た
状
況
を
繰
り
返
し
描
い

て
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
横
尾

の
絵
画
に
お
け
る
、
そ
う
し
た

危
機
的
状
況
の
表
現
に
注
目
し

ま
す
。

【
会
期
】
９
月
19
日
㈯
～
12
月

20
日
㈰

【
開
館
時
間
】
10
時
～
18
時
、

入
場
は
17
時
30
分
ま
で

【
休
館
日
】
月
曜
日
（
た
だ
し
、

祝
日
の
場
合
は
翌
平
日
）

【
観
覧
料
】一
般
７
０
０
円
（
当

協
会
友
の
会
会
員
は
５
５
０

 

２
０
２
０
年
兵
庫
県
文
化
賞
受
賞
者
小
品
展

神
戸
・
加
古
川
・
淡
路
・
丹
波
・
豊
岡
で
開
催

　

兵
庫
県
で
は
、
学
術
及
び
芸

術
・
文
化
の
高
揚
に
貢
献
さ

れ
、功
績
が
顕
著
な
方
々
に「
兵

庫
県
文
化
賞
」
を
贈
呈
し
て
い

ま
す
。

　

そ
の
受
賞
者
で
構
成
さ
れ
る

兵
庫
県
文
化
賞
受
賞
者
懇
話
会

が
、
県
内
５
地
域
を
巡
回
す
る

作
品
展
を
開
催
し
、
手
書
き
の

色
紙
お
よ
び
小
作
品
を
展
示
し

ま
す
。
作
品
は
入
札
で
購
入
で

き
、
収
益
金
の
一
部
は
芸
術
文

化
の
振
興
と
普
及
を
図
る
活
動

支
援
に
寄
付
し
ま
す
。

　

入
場
無
料
で
す
の
で
、
ぜ
ひ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
場
所
・
会
期
】
▼
兵
庫
県
民

ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー（
神
戸
市
）

９
月
24
日
㈭
～
27
日
㈰
▼
兵
庫

県
生
き
が
い
創
造
協
会 

兵
庫

県
い
な
み
野
学
園（
加
古
川
市
）

10
月
７
日
㈬
～
10
日
㈯
▼
淡
路

文
化
会
館
（
淡
路
市
）
10
月
15

日
㈭
～
18
日
㈰
▼
丹
波
の
森
公

苑
（
丹
波
市
）
10
月
29
日
㈭
～

11
月
１
日
㈰
▼
豊
岡
市
民
会
館

（
豊
岡
市
）
11
月
14
日
㈯
～
16

日
㈪

【
問
い
合
わ
せ
】
当
協
会
「
兵

庫
県
文
化
賞
受
賞
者
懇
話
会
」

係
☎
０
７
８
・
３
２
１
・
２
０

０
２

　

９
月
か
ら
開
講
す
る
「
兵
庫

県
生
活
文
化
大
学
」
の
各
講
座

の
定
員
に
若
干
の
余
裕
が
あ
り

ま
す
の
で
、
１
回
限
り
受
講
で

き
る
聴
講
生
の
募
集
を
開
始
し

ま
す
。
受
講
希
望
の
方
は
必
ず

事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
９
月
の
講
座
は
次
の
と
お

り
で
す
。

神
戸
校

▼
文
化
財
講
座　

あ
な
た
に
と
っ

て
の
美
術
～
ホ
ン
モ
ノ
と
向
き
合

う
歓
び
～
／
９
月
２
日
㈬
14
時

～
／
講
師
：
山
中
理
（
白
鶴
美

術
館
顧
問
）
／
実
の
あ
る
人
間
に

な
り
た
い
！
～
美
術
の
世
界
を
彷

徨
う
中
で
、
実
の
あ
る
人
に
出
逢

い
、
美
術
作
品
が
糧
と
な
る
？
～

／
聴
講
料
１
８
０
０
円

▼
ふ
る
さ
と
の
歴
史
講
座　

～
神

戸
・
阪
神
間
の
古
代
史
～
／
９
月

７
日
㈪
14
時
～
／
講
師
：
坂
江

渉
（
ひ
ょ
う
ご
歴
史
研
究
室
研
究

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）
／
律
令
時

代
の
西
摂
・
東
播
と
人
々
の
く
ら

し
／
聴
講
料
１
９
０
０
円

▼
考
古
学
講
座　

～
兵
庫
の
重

要
遺
跡
︻
弥
生
時
代
編
︼
～
／

９
月
11
日
㈮
14
時
～
／
講
師
：

多
賀
茂
治
（
兵
庫
県
ま
ち
づ
く

り
技
術
セ
ン
タ
ー
埋
蔵
文
化
財

調
査
部
整
理
保
存
課
長
）
／
日

本
海
と
瀬
戸
内
海
を
つ
な
ぐ
ム

ラ　

七
日
市
遺
跡
（
丹
波
市
）

／
聴
講
料
２
０
０
０
円

▼
日
本
美
術
講
座　

日
本
の
漢

画
の
展
開
～
室
町
水
墨
画
か
ら

狩
野
派
へ
～
／
９
月
14
日
㈪
14

時
～
／
講
師
：
木
村
重
圭
（
前

甲
南
大
学
教
授
）
／
初
期
水
墨

画
の
時
代　

鎌
倉
時
代
か
ら
室

町
時
代
へ
／
聴
講
料
１
９
０
０
円

▼
西
洋
美
術
講
座　

西
洋
美
術

史
Ⅵ
～
主
題
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
た

ど
る
西
洋
美
術
史
～
／
９
月
16

日
㈬
10
時
～
／
講
師
：
蜷
川
順

子
（
関
西
大
学
名
誉
教
授
）
／

パ
ル
テ
ノ
ン
神
殿
（
ア
テ
ネ
）

パ
ン
ア
テ
ナ
イ
ア
祭
の
行
列
／

聴
講
料
１
９
０
０
円

▼
音
楽
鑑
賞
講
座
／
９
月
25
日

㈮
10
時
～
／
講
師
：
古
川
知
子

（
兵
庫
教
育
大
学
非
常
勤
講
師
）

／
ピ
ア
ノ
で
お
し
ゃ
べ
り
！　

名
曲
タ
イ
ム
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
Ⅱ
～
ヴ

ァ
イ
オ
リ
ン
と
と
も
に
～
／
聴

講
料
２
０
０
０
円

明
石
校
in
神
戸

▼
ふ
る
さ
と
の
歴
史
講
座　

～

現
代
生
活
の
源
流
Ⅲ
～
／
９
月

８
日
㈫
14
時
～
／
講
師
：
小
栗

栖
健
治
（
神
戸
女
子
大
学
古
典

芸
能
研
究
セ
ン
タ
ー
客
員
研
究

員
）
／
播
磨
の
歴
史
書
『
峯
相

記
』
／
聴
講
料
１
８
０
０
円

姫
路
校

▼
ふ
る
さ
と
の
歴
史
講
座　

～

播
磨
史
探
訪
・
そ
の
９
～
／
９

月
９
日
㈬
14
時
～
／
講
師
：
埴

岡
真
弓
（
播
磨
学
研
究
所
運
営

委
員
兼
研
究
員
）
／
戦
国
の
終

わ
り
・
三
木
合
戦
／
聴
講
料
１

７
０
０
円

【
問
い
合
わ
せ
】
当
協
会
「
生

活
文
化
大
学
」
係
☎
０
７
８
・

３
２
１
・
２
０
０
２

＊
年
間
受
講
生
も
募
集
中
で

す
。
各
講
座
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

は
同
封
の
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

円
）、
大
学
生
５
５
０
円
、
70

歳
以
上
３
５
０
円
、
高
校
生
以

下
は
無
料

【
場
所
】
横
尾
忠
則
現
代
美
術

館
☎
０
７
８
・
８
５
５
・
５
６

０
７

【
プ
レ
ゼ
ン
ト
】
チ
ケ
ッ
ト
を

抽
選
で
５
組
10
人
に
。
応
募
方

法
は
本
紙
３
面
。
11
日
㈮
必
着

　

当
協
会
及
び
兵
庫
県
立

芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
の
名

誉
顧
問
で
、
一
昨
年
秋
に

文
化
勲
章
を
受
賞
さ
れ
た

山
崎
正
和
氏
が
８
月
19
日

に
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

　

氏
に
は
同
セ
ン
タ
ー
の

ソ
フ
ト
先
行
事
業
で
あ
る

「
ひ
ょ
う
ご
舞
台
芸
術
」

の
企
画
・
制
作
等
の
ほ

か
、
当
協
会
の
評
議
員
等

を
歴
任
、
長
年
に
わ
た
り

協
会
の
発
展
に
ご
尽
力
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
す
。

【
訃
報
】

   

山
崎
正
和
氏

              

ご
逝
去



参加ご希望の方へ

（公財）兵庫県芸術文化
協会文化振興部へお申込
みください。

 往復ハガキ  で

★①催し名、②参加人数（ 4人まで）、③
参加者全員のお名前、④携帯電話番号、
⑤友の会会員の方は会員番号を記入し
てください。＊応募者多数の場合は抽選

毎月 1 回 1 日発行 すずかけ・9月号 令和 2 年 9 月 1 日　⑵

文化振興部

http://hyogo-arts.or.jp

（
公
財
）
兵
庫
県
芸
術
文
化
協
会

〒
₆
₅
₀
︲
₀
₀
₁
₁
神
戸
市
中
央
区
下
山
手
通
₄
︲
1₆
︲
₃

お申し込み
お問い合わせは

☎
０
７
８
・
３
２
１
・
２
０
０
２

　

０
７
８
・
３
２
１
・
２
１
３
９

FAXshinkoubu@
hyogo-arts.or.jp

メール

ふるさとウォーク

埴岡真弓先生と歩く

潮と酒の香る町・西宮
－エビスさんと宮水と－

締切 9 月₂₃日㈬埴岡真弓先生

　

講
師
の
先
生
と
一
緒
に
徒

歩
で
各
地
の
史
跡
や
文
化
財

等
を
訪
ね
る
「
ふ
る
さ
と
ウ

ォ
ー
ク
」。
今
回
は
「
え
び

す
か
き
」
と
も
呼
ば
れ
た

傀く
ぐ
つ儡
師
の
故
跡
や
、
平
安
時

代
か
ら
そ
の
名
を
知
ら
れ
、

漁
業
の
神
、
商
売
繁
盛
の
神

と
し
て
広
く
信
仰
を
集
め
た

西
宮
神
社
、
そ
し
て
和
田
岬

に
出
現
し
た
エ
ビ
ス
神
が
鳴

尾
浜
か
ら
西
宮
へ
と
遷
座
す

る
際
に
休
憩
し
た
と
い
う
伝

説
地
の
ほ
か
、
灘
五
郷
の
一

つ
で
西
宮
郷
を
代
表
す
る
醸

豊臣秀頼寄進の赤門（西宮神社）

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
当
日
、
集
合
場
所
で
体
温

チ
ェ
ッ
ク
と
手
指
の
消
毒
を

実
施
し
ま
す
。
体
調
に
不
安

の
あ
る
方
の
ご
参
加
は
控
え

て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

　

ふ
れ
あ
い
の
祭
典
―
県
民

文
化
普
及
事
業
が
県
内
各
地

で
開
催
さ
れ
ま
す
。
ど
な
た

で
も
鑑
賞
で
き
ま
す
が
、
整

理
券
が
必
要
な
イ
ベ
ン
ト
に

つ
き
ま
し
て
は
、
お
問
い
合

わ
せ
の
う
え
、
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

▼
ひ
ょ
う
ご
邦
楽
の
祭
典

【
日
時
】
13
日
㈰
13
時
～
16

時【場
所
】
県
立
芸
術
文
化
セ

ン
タ
ー
阪
急
中
ホ
ー
ル

【
入
場
料
】無
料（
要
整
理
券
）

【
問
い
合
わ
せ
】
兵
庫
県
筝

絃
連
盟
☎
０
７
８
・
２
３
１

・
１
７
３
１

▼
ひ
ょ
う
ご
日
本
民
謡
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル

【
日
時
】
20
日
㈰
12
時
30
分

～
17
時

【
場
所
】
新
長
田
勤
労
市
民

セ
ン
タ
ー
別
館
ピ
フ
レ
ホ
ー

ル

【
入
場
料
】
無
料

【
問
い
合
わ
せ
】
日
本
民
謡

民
舞
兵
庫
県
連
合
会
☎
０
７

８
・
８
６
１
・
４
５
８
３

▼
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
兵
庫
２
０
２
０

【
日
時
】
27
日
㈰
15
時
～
18

時【場
所
】
県
立
芸
術
文
化
セ

ン
タ
ー
神
戸
女
学
院
小
ホ
ー

ル【入
場
料
】無
料（
要
整
理
券
）

【
問
い
合
わ
せ
】
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
兵

庫
２
０
２
０
実
行
委
員
会

（
ア
ー
ト
フ
ォ
レ
ス
ト
内
）

☎
０
７
８
・
３
６
７
・
３
５

６
０

新進・若手アーティスト等の育成・支援事業

～日本画～
跳展（tｙou ten）

9月9日㈬～₁₃日㈰

　

ひ
ょ
う
ご
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

サ
ロ
ン
で
は
、
次
代
を
担
う

新
進
若
手
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
な

ど
に
発
表
の
機
会
を
提
供
し

て
い
ま
す
。

　

兵
庫
県
日
本
画
家
連
盟
の

新
理
事
長
・
安
惠
隆
司
氏
を

含
む
７
人
の
作
家
に
よ
る
作

品
約
40
点
を
展
示
し
ま
す
。

【
会
期
】
９
月
９
日
㈬
～
13

日
㈰
10
時
～
17
時
（
最
終
日

は
16
時
ま
で
）

【
場
所
】
兵
庫
県
民
ア
ー
ト

ギ
ャ
ラ
リ
ー
特
別
展
示
室

【
出
品
作
家
】
五
十
嵐
佳
容
、

池
上
真
紀
、お
ぐ
ら
せ
つ
こ
、

島
田
直
季
、
田
中
達
也
、
藤

原
郁
子
、
安
惠
隆
司

   第₂₆回

兵庫ふれあい美術展
10月1日㈭より

作品申込み受付開始！

　

新
た
な
美
の
創
造
と
世
代

や
分
野
を
超
え
た
人
々
の
交

流
の
場
と
し
て
「
兵
庫
ふ
れ

あ
い
美
術
展
」
の
作
品
を
募

集
し
ま
す
。
県
内
７
箇
所
で

作
品
の
搬
出
入
を
行
い
ま

す
。
応
募
作
品
は
原
則
と
し

て
全
て
展
示
し
ま
す
の
で
、

ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

【
会
期
】
令
和
２
年
12
月
25

日
㈮
～
27
日
㈰
10
時
～
17
時

（
最
終
日
は
15
時
ま
で
）

【
場
所
】
兵
庫
県
立
美
術
館

王
子
分
館
「
原
田
の
森
ギ
ャ

ラ
リ
ー
」
本
館
２
階　

大
展

示
室

【
応
募
資
格
】
兵
庫
県
内
に

在
住
・
在
勤
も
し
く
は
在
学

の
15
歳
以
上
の
方

【
出
品
料
】
無
料

【
応
募
規
定
】
各
部
門
１
人

１
点
（
最
大
６
点
）・
公
募

展
出
品
作
品
を
除
く

【
部
門
】
日
本
画
（
水
墨
画

含
む
）
洋
画
（
油
絵
、水
彩
、

素
描
、
版
画
、
パ
ス
テ
ル
）

彫
刻
、
工
芸
（
陶
芸
、
染
織
、

漆
、
人
形
、
七
宝
、
金
工
、

木
工
、
竹
工
、
皮
革
、
ガ
ラ

ス
、
切
り
絵
）、
書
、
写
真

【
搬
入
場
所
】
嬉
野
台
生
涯

教
育
セ
ン
タ
ー
（
加
東
市
下

久
米
）、
西
播
磨
文
化
会
館

（
た
つ
の
市
新
宮
町
宮
内
）、

但
馬
文
教
府
（
豊
岡
市
妙
楽

寺
）、
淡
路
文
化
会
館
（
淡

路
市
多
賀
）、
丹
波
の
森
公

苑
（
丹
波
市
柏
原
町
柏
原
）、

ナ
カ
ム
ラ
画
材
店
（
姫
路
市

本
町
）、
原
田
の
森
ギ
ャ
ラ

リ
ー
（
神
戸
市
灘
区
原
田
通

３
︲
８
︲
30
）

※
申
込
み
方
法
の
詳
細
は
来

月
号
で
掲
載
し
ま
す
。

～新進芸術家に発表の場を！！～

新進芸術家育成プロジェクト
リサイタルシリーズ＋

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
発
表
の
機
会
が
減
少

し
て
い
る
芸
術
家
を
支
援
す

る
「
新
進
芸
術
家
育
成
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
・
リ
サ
イ
タ
ル
シ

リ
ー
ズ
＋
（
プ
ラ
ス
）」。
県

内
の
各
施
設
で
気
軽
に
良
質

な
音
楽
を
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
ま
す
。
入
場
無
料
（
要
整

理
券
）。

₁₀　

月

Ｖ
ｏ
ｌ
．
₃

坂
本
彩
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

【
日
時
】
10
月
１
日
㈭
19
時

【
出
演
】
ピ
ア
ノ
／
坂
本
彩

明
石
市
出
身
。
東
京
藝
術
大

学
卒
業
、
ベ
ル
リ
ン
芸
術
大

学
及
び
同
大
学
院
の
ソ
リ
ス

ト
課
程
、室
内
楽
課
程
修
了
。

明
治
安
田
ク
オ
リ
テ
ィ
オ
ブ

ラ
イ
フ
文
化
財
団
、
文
化
庁

新
進
芸
術
家
派
遣
制
度
、

Gisela Erich A
ndreas

財

団
各
奨
学
生
と
し
て
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
で
研
鑽
を
積
む
。
２
０

１
９
年
度
よ
り
東
京
藝
術
大

学
非
常
勤
講
師
と
し
て
後
進

の
指
導
に
当
た
る
。

【
予
定
曲
目
】
ブ
ラ
ー
ム
ス

　

ワ
ル
ツ
集　

作
品
39
、
ピ

ア
ノ
ソ
ナ
タ
第
３
番　

ほ
か

【
場
所
】
兵
庫
県
民
会
館
け

ん
み
ん
ホ
ー
ル
＊
い
け
ば
な

／
西
村
崇
（
佳
生
流
）

₁₀　

月

Ｖ
ｏ
ｌ
．
₄

植
村
翔
馬
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
リ

サ
イ
タ
ル

坂本　彩

【
日
時
】
10
月
30
日
㈮
19
時

【
出
演
】
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
／

植
村
翔
馬
、
ピ
ア
ノ
／
雁
瀬

由
香

植
村
翔
馬
＝
神
戸
市
出
身
。

大
阪
教
育
大
学
教
養
学
科
芸

術
専
攻
音
楽
コ
ー
ス
卒
業
。

第
11
回
神
戸
新
人
音
楽
賞
コ

ン
ク
ー
ル
最
優
秀
賞
並
び
に

聴
衆
賞
受
賞
。
第
33
回
ヤ
マ

ハ
管
楽
器
新
人
演
奏
会
、
第

26
回
神
戸
か
ら
の
し
ら
べ
な

ど
出
演
。こ
れ
ま
で
河
内
勇
、

青
山
秀
直
、
ブ
ル
ッ
ク
ス
ト

ー
ン
各
氏
に
師
事
。
現
在
、

大
阪
芸
術
大
学
管
弦
打
演
奏

員
、神
戸
音
楽
家
協
会
会
員
、

報
徳
学
園
中
学
・
高
等
学
校

非
常
勤
講
師
。

【
賛
助
出
演
】
チ
ェ
ロ
／
森

本
耕
太
朗

植村翔馬

【
予
定
曲
目
】
シ
ョ
ー
ソ
ン

／
ア
ン
ダ
ン
テ
と
ア
レ
グ
ロ

　

ほ
か

【
場
所
】
兵
庫
県
民
会
館
け

ん
み
ん
ホ
ー
ル
＊
い
け
ば
な

／
広
川
英
男
（
池
坊
）

◇
◆
◇

  

入
場
整
理
券
の
入
手
方
法

【
定
員
】
全
公
演
と
も
１
０

０
人
（
要
入
場
整
理
券
。
応

募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

【
申
込
方
法
】
ハ
ガ
キ
に
①

希
望
の
リ
サ
イ
タ
ル
名
②
〒

住
所
③
氏
名
（
ふ
り
が
な
）

④
電
話
番
号
⑤
希
望
の
人
数

（
１
枚
に
つ
き
２
人
ま
で
）

を
明
記
の
上
、
当
協
会
「
リ

サ
イ
タ
ル
シ
リ
ー
ズ
」
係
ま

で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
当
選

結
果
は
入
場
整
理
券
の
発
送

を
も
っ
て
か
え
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

【
受
付
期
間
】
●
坂
本
彩
ピ

ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル
９
月
10
日

㈭
必
着
●
植
村
翔
馬
ク
ラ
リ

ネ
ッ
ト
リ
サ
イ
タ
ル
９
月
18

日
㈮
～
10
月
９
日
㈮
必
着

　ふれあいの祭典
県民文化普及事業

 9 月の

　ふれあいの祭典　ふれあいの祭典　ふれあいの祭典　ふれあいの祭典　ふれあいの祭典

ふれあいの祭典

昨年の会場風景

傀儡師故跡

い
し
ま
す
。

【
参
加
費
】
会
員
２
６
０
０

円
、
一
般
４
３
０
０
円
（
施

設
入
館
料
含
む
）。
＊
バ
ス

代
片
道
２
２
０
円
は
別
途
参

加
者
負
担
と
な
り
ま
す
。

【
定
員
】
20
名

造
元
「
白
鹿
」
が
設
立
し

た
博
物
館
等
を
巡
り
ま
す
。

　

行
程
は
約
１
・
５
キ
ロ

で
２
時
間
半
程
度
で
す
。

マ
ス
ク
着
用
の
う
え
、
歩

き
や
す
い
靴
・
軽
装
で
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

【
講
師
】
埴
岡
真
弓
（
播

磨
学
研
究
所
運
営
委
員
兼

研
究
員
）

【
日
程
】
10
月
28
日
㈬

【
集
合
場
所
】
阪
神
電
車

【
入
場
料
】
無
料

【
主
催
】
兵
庫
県
、（
公
財
）

兵
庫
県
芸
術
文
化
協
会
、
兵

庫
県
民
会
館

【
後
援
】
神
戸
新
聞
社

【
協
力
】
兵
庫
県
日
本
画
家

連
盟

【
企
画
・
問
い
合
わ
せ
】
ひ
ょ

う
ご
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
サ
ロ
ン
☎

０
７
８
・
３
２
１
・
２
０
０
５

「
西
宮
」
駅
え
び
す
口
に
10

時
集
合
（
現
地
集
合
）

【
コ
ー
ス
】阪
神
電
車「
西
宮
」

駅
↓
傀
儡
師
故
跡
↓
西
宮
神

社
↓
蛭
子
大
神
御
輿
屋
伝
説

地
↓
阪
神
バ
ス
「
本
町
」
乗

車
↓
阪
神
バ
ス
「
白
鹿
博
物

館
前
」
下
車
↓
白
鹿
記
念
酒

造
博
物
館
（
現
地
解
散
）

※
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
の
影
響
に
よ
り
コ
ー
ス
を

友
の
会
特
典
施
設
に
つ
い
て

の
お
知
ら
せ

★
県
民
会
館
１
階
カ
フ
ェ
は

10
月
開
業
に
向
け
準
備
中
で

す
。

★
県
立
美
術
館
２
階
の
ブ
ッ

フ
ェ
レ
ス
ト
ラ
ン
フ
ォ
ル
テ

シ
モ
は
休
業
の
た
め
、
会
員

特
典
を
終
了
し
ま
し
た
。
何

卒
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
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③〒住所④氏名⑤電話番号⑥友の会会員
の方は会員番号⑦メッセージを明記し、ハ
ガキかFAXで送付。
＊応募締切後に抽選。当選者の発表は、発送
をもってかえさせていただきます。

＊応募者の個人情報の取り扱いについては（公財）兵
庫県芸術文化協会で厳重に管理し、プレゼントの発
送・関連するお問い合わせのみに利用いたします。

〒₆₅₀ー₀₀₁₁ 神戸市中央区下山手通₄－₁₆－₃
（公財）兵庫県芸術文化協会「すずかけ」係

FAX　078︲321︲2139

プレゼントのご応募について

☆記事中の「友の会会員」は兵庫県芸術文化協会友の会会員。
　割引は原則として本人のみ適用。

㊐＝開催日、㊡＝休館日
○時＝開館時間、○料＝入場（館）料金
○内＝内容、出＝出演者・団体
○場＝会場、問＝問い合わせ先

兵庫県民アートギャラリー
☎078・321・2131

つながろうアート！
動画配信中

ひょうごアーティストサロン
☎078・321・2005 横尾忠則現代美術館

☎078・855・5607

などの原画を約60点展示。○場問豊岡市
立美術館―伊藤清永記念館―☎0796・
52・5456

丹　　　　　波
■名作能面展
㊐9月1日㈫～12月20日㈰○時10時～16時
30分㊡月曜日、ただし祝日の場合は翌
平日○料大人700円、大高生400円、中小
生200円○内中世から近世までに打たれ
た能面の中から厳選した名作50面を展
示。○場問篠山能楽資料館☎079・552・
3513

淡　　　　　路
■企画展「戦時下の淡路島と戦地から
の便り」
㊐9月27日㈰まで○時9時～17時、入館は
16時30分まで㊡月曜日、ただし祝日の
場合は翌平日○料大人310円、子ども（小
学生以下）150円、幼児無料○内戦場か
ら持ち帰った慰問袋の中に入れていた
家族の大切な写真や家族にあてた軍事
郵便をはじめ、多くの資料を展示しま
す。淡路島内の戦争跡地を紹介するパ
ネル展示も。○場問淡路市北淡歴史民俗
資料館☎0799・70・4135

県　　外（大阪）
　　ヤン・ヴォー ーォヴ・ンヤ
　　㊐10月11日㈰まで○時10時～17時、
入場は16時30分まで㊡月曜日、ただし
祝日の場合は翌平日○料一般1200円、大
学生700円、高校生以下無料○内世界的
に活躍するアーティスト、ヤン・ヴォ
ーの全貌を明らかにする、日本の美術
館における待望の初個展かつ、本館の
みの展覧会。ヴォーの師、父親、恋人、
ミューズであるヴォーの甥など、ヴォ
ーの周囲の大切な人たちによる作品
や、ベトナム戦争を押し進めた米国防
長官 R.マクナマラの遺族との協働に
よる作品など新作、近作を展示。ヴォ
ーの卓越した選択眼、組み合わせの妙
を存分に堪能いただけます。またヴォ
ーにより丹念に考え抜かれた展示空間
への作品配置も見所です。約40点。○場
問国立国際美術館☎06・6447・4680★
5組10人に。11日㈮必着

■第₄₀記念大会 遥洋会洋画展〈東館1・
2階〉㊐9月16日㈬～20日㈰○時10時～17時、
最終日は～16時○料無料○内洋画約120点
■関西春陽会版画₂₀₂₀〈東館1階〉㊐9
月21日（月・祝）～27日㈰○時10時～18時、
初日は14時～、最終日は～16時○料無料
○内版画約50点
■第₂₆回キャンバスフォト展〈東館2
階〉㊐9月21日（月・祝）～27日㈰○時10時
～17時、初日は13時～、最終日は～16
時○料無料○内写真、その他約60点
■佐伯孝子前衛書展－passion－〈本館
2階〉㊐9月25日㈮～29日㈫○時10時～18
時、最終日は～15時○料無料○内書約30点
■生かされしものたち 松原政祐展〈本
館1階〉㊐9月25日㈮～10月4日㈰○時10
時～17時30分、最終日は～16時○料無料
○内洋画約50点
■niche展〈東館1・2階〉㊐9月30日㈬
～10月4日㈰○時10時～17時30分、最終
日は～16時○料無料○内洋画、児童画約
150点

■横尾忠則の緊急事態宣言
㊐9月19日㈯～12月20日㈰○時10時～18
時、入場は17時30分まで㊡月曜日、た
だし祝日の場合は翌平日○料一般700円
（友の会会員は550円）、大学生550円、
70歳以上350円、高校生以下無料○内コ
ロナ禍以前からの、横尾の絵画におけ
る危機的状況の表現に注目します。

神　　　　　戸
■夏季企画展「骨が語る昔ばなし」
㊐10月18日㈰まで○時10時～17時、入館
は16時30分まで㊡月曜日、ただし祝日
の場合は翌平日○料無料○内遺跡の発掘調
査で出土した「古人骨」から、当時の
人々を取り巻く社会や生活を探りま
す。講演会“骨考古学、および片山流
「身体史観」”(片山一道氏:京都大)9月
20日(日)要申込○場問神戸市埋蔵文化財
センター☎078・992・0656
■神戸に生きる 吉見敏治洋画展
㊐11月14日㈯まで○時平日9時～17時、土
曜10時～16時㊡日・祝日（当面の間は土
曜日も休館）○料無料○内吉見敏治氏（平
成30年兵庫県文化賞受賞者）の展覧会。
○場兵庫県公館県政資料館「兵庫の文化」
展示室（展示室₇）問兵庫県企画県民部
知事公室秘書課儀典室☎078・362・3823

阪　神　南 ・ 北
　　第₈₀回企画展「よつばと！原画展」
　　㊐10月18日㈰まで○時9時30分～17
時、入館は16時30分まで㊡水曜日○料大
人700円、中高生300円、小学生100円
○内第20回手塚治虫文化賞マンガ大賞受
賞作品コミックス「よつばと！」の原
画展。兵庫県出身のあずまきよひこさ

んが月刊誌に連載している「よつば
と！」の単行本未収録の最新原画・ネ
ームラフを含む制作資料に加え、取材
資料、広告物、海外翻訳版直筆原稿な
ど、約200点を展示。○場問宝塚市立手
塚治虫記念館☎0797・81・2970★5組
10人に。11日㈮必着

東 ・ 北　播　磨
■宮崎興二の₄次元ミュージアム展（後
期）
㊐9月6日㈰～12月6日㈰○時10時～17時、
入館は16時30分まで㊡月曜日（祝日の
場合は翌平日）、祝日の翌日○料大人300
円、65歳以上250円、大高生200円、中
小生100円○内多面体や多次元のかたち
の研究で国際的に知られる宮崎興二の
美術館における初の本格的な個展。
1964年から描き続けてきた《夢幻次元
のパノラマ》シリーズ作品全16点のほ
か、鋭い空間感覚と高次元図形の理解
をもとにしたドローイングや高次元グ
ラフィティのイメージなどを紹介。芸
術家かつ工学者としての宮崎興二の世
界の魅力に迫ります。○場問西脇市岡之
山美術館☎0795・23・6223

中 ・ 西　播　磨
■播磨の絶滅危惧種展と岩田健三郎植
物画展
㊐9月5日㈯～9月27日㈰○時9時～17時、
入園は16時30分まで㊡金曜日○料大人
210円、小人（6歳から中学生）100円
○内姫路を含む播磨地域の絶滅危惧種を
植物の展示やパネルで紹介します。同
会場で、姫路を代表する文化人・版画
家の岩田健三郎氏オリジナルの植物画
も展示。約100点。○場問姫路市立手柄
山温室植物園☎079・296・4300

但　　　　　馬
■特別展「羽尻利門絵本原画展」
㊐9月27日㈰まで○時9時30分～17時、入
館は16時30分まで㊡水曜日○料一般600
円、大高生400円、中学生以下200円○内
豊岡市但東町出身で、日本の風景や表
情豊かな子どもたちを描く絵本作家、
羽尻利門さんの原画展。夏の1日を描
いた『夏がきた』をはじめ、新作絵本

■兵庫県書作家協会創立₇₀周年記念　
―₂₀₂₀令和からの発信―　兵庫の書展
〈1・2階〉㊐9月2日㈬～7日㈪○時10時～
17時、最終日は～16時○料無料○内書道約
400点
■ＡRＴ ＷORK ₂₀₂₀〈1階〉㊐9月18日㈮
～22日（火・祝）○時10時～17時、初日
は13時～、最終日は～16時○料無料○内洋
画約30点
■第₂₀回―絵会洋画展〈2階〉㊐9月24
日㈭～27日㈰○時10時～17時30分、初日
は13時～、最終日は～16時○料無料○内洋
画約100点

■兵庫県民会館ロビーコンサート
〈1階ロビー〉兵庫県立西宮高等学校音
楽科₃₇期生によるヴァイオリンとピア
ノの調べ㊐9月12日㈯14時○料無料＊い
けばな／岸上朝甫（兵庫県いけばな協
会／未生流）
■兵庫県美術家同盟事務局作家展
〈1階サロン内〉㊐9日29日㈫まで○時10
時～17時、最終日は～16時㊡水・日曜
日○料無料○内兵庫県美術家同盟の作家9
人の美術作品

■北村行敏展〈本館1階〉㊐9月1日㈫
～6日㈰○時10時～18時、初日は12時～、
最終日は～15時○料無料○内洋画約100点
■第₃₃回日本の自然を描く展　西日本
展〈本館2階〉㊐9月2日㈬～6日㈰○時10
時～18時、最終日は～15時○料一般500
円、大高生300円○内洋画、日本画、水
墨画約500点
■₂₀₂₀神戸新世紀小品展〈東館1階〉
㊐9月2日㈬～6日㈰○時10時～17時、最
終日は～16時○料無料○内洋画約50点
■関西春陽会絵画部展₂₀₂₀〈本館1階〉
㊐9月8日㈫～13日㈰○時10時～18時、初
日は13時～、最終日は～16時○料無料○内
洋画約35点
■第₂回MOＬ ＡRＴs展〈東館1階〉㊐9月9日
㈬～13日㈰○時10時～18時、最終日は～
15時○料無料○内洋画、日本画、水墨画、
工芸、デザイン、ミクストメディア約50点
■IＮＴＥRＮＡＴIOＮＡＬ ＡRＴ ＥＸＨIＢIＴIOＮ 
Ａ︲₂₁国際美術展　日本・海外作家交流
展〈本館2階〉㊐9月16日㈬～22日（火
・祝）○時10時～18時、最終日は～14時
○料無料○内書、現代アート、工芸、イン
スタレーション約80点

原田の森ギャラリー
☎078・801・1591

Ⓒ ＫＩＹＯＨＩＫＯ ＡＺＵＭＡ⊘ＹＯＴＵＢＡ ＳＵＴＡＺＩＯ

［参考図版］ﾔﾝ･ヴｫ⊖︽Ａℓℓ ｗｏｒｋ︾₂₀₁9年
展示風景画像︵第₅₈回ヴｪﾈﾁｱ･ビｴﾝﾅｰﾚ､
₂₀₁9年︶Ｃｏｕｒｔｅｓｙ ｔｈｅ ａｒｔｉｓｔ Ｐｈｏｔｏ ｂｙ Ｎｉｃｋ Ａｓｈ

兵 庫 の 書 展
兵庫県書作家協会 ₇₀ 周年記念
―二〇二〇 令和からの発信―

2020 年、創立 70 周年を迎えたこの記念すべき年にあたり、書道文
化の振興と質の向上を図ってこられた先達の尽力に深い敬意を表す
ると共に、県民の皆様に書に対する親しみをより深めて頂くために、
兵庫県書作家協会創立 70 周年記念「―2020 令和からの発信―兵庫
の書展」を下記の３会場にて開催いたします。

―先達作家・現代書壇作家―
兵庫県立美術館 ギャラリー棟 3 階
〒651-0073 神戸市中央区脇浜海岸通 1-1-1

９月１日㈫▶６日㈰
10時～18時 ※入館は閉館時間の30分前まで

《入場料無料》

︻
特
別
会
場
︼

―顧問・参事・参与・理事―
大丸神戸店９階 大丸ミュージアム〈神戸〉
〒650-0037 神戸市中央区明石町40番地

９月２日㈬▶７日㈪
10時～19時30分〔20 時閉場〕
４日㈮は17時まで〔17時30分閉場〕
７日㈪は16時30分まで〔17時閉場〕
■入場料（税込）一般・大学生₁₀₀₀円 高校生以下無料

︻
第
１
会
場
︼

―評議員・委員―
兵庫県民アートギャラリー（兵庫県民会館内）

〒 650-0011 神戸市中央区下山手通4-16-3

９月２日㈬▶７日㈪
10時～17時〔最終日は16時まで〕

《入場料無料》

︻
第
２
会
場
︼
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行
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」

　

鬱
屈
し
た
日
々
の
中
、“
こ

こ
で
は
な
い
ど
こ
か
”
を
求

め
る
若
者
た
ち
の
群
像
劇
。

　

２
０
２
０
年
3
月
、
別
役

実
氏
が
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

ピ
ッ
コ
ロ
劇
団
に
は
設
立
以

来
『
風
の
中
の
街
』
を
は
じ

め
11
作
品
を
書
き
下
ろ
し
、

２
０
０
３
年
に
は
劇
団
代
表

に
就
任
（
～
２
０
０
９
年
）。

１
９
９
８
年
に
ピ
ッ
コ
ロ
劇

団
に
書
き
下
ろ
し
た
『
ホ
ク

ロ
の
あ
る
左
足
』
を
、
初
演

か
ら
22
年
ぶ
り
に
、
現
劇
団

代
表
、
岩
松 

了
の
新
演
出

で
再
演
し
ま
す
。

【
作
】
別
役 

実

【
演
出
】
岩
松 

了
（
ピ
ッ
コ

ロ
劇
団
代
表
）

【
出
演
】
菅
原
ゆ
う
き
、
原

竹
志
、
堀
江
勇
気
、
橘 

義
、

三
坂
賢
二
郎
、
岡
田 

力
、
杏

華
、
樫
村
千
晶
、
木
村
美
憂
、

木
之
下
由
香
、
金
田
萌
果
、

亀
井
妙
子
、
車 

貴
玲

〈
Ｗ
キ
ャ
ス
ト
〉
有
川
理
沙
、

田
渕
詩
乃

【
日
時
】
10
月
２
日
㈮
19
時
、

３
日
㈯
※
、
４
日
㈰
11
時
・

17
時
★
、
５
日
㈪
休
演
、
６

日
㈫
14
時
、
７
日
㈬
14
時

※
団
体
鑑
賞
の
た
め
予
約
な

し
。
当
日
券
の
有
無
は
後
日

発
表
い
た
し
ま
す
。

★
10
月
4
日
㈰
17
時
の
終
演

後
、
岩
松 

了
と
ピ
ッ
コ
ロ

劇
団
員
に
よ
る
ア
フ
タ
ー
ト

ー
ク
を
行
い
ま
す
（
こ
の
回

を
観
劇
の
方
の
み
対
象
）。

【
場
所
】
ピ
ッ
コ
ロ
シ
ア
タ

    

ピ
ッ
コ
ロ
劇
団
第
68
回
公
演

「
ホ
ク
ロ
の
あ
る
左
足
」

ー 

大
ホ
ー
ル

【
入
場
料
】
一
般
３
５
０
０

円
、
大
学
・
専
門
学
校
生
２

５
０
０
円
、
高
校
生
以
下
２

０
０
０
円
（
全
席
指
定
）

＊
未
就
学
児
童
の
ご
入
場
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い

【
予
約
受
付
開
始
】
９
月
11

日
㈮
＊
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
予
防
、
拡

散
防
止
に
細
心
の
注
意
を
払

い
、
上
演
い
た
し
ま
す
。

兵
庫
県
立
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー

９
月
発
売
予
定
公
演

10
日
㈭
発
売

　

ピ
ッ
コ
ロ
劇
団
員
が
お
う

ち
ち
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

る
よ
う
様
々
な
コ
ン
テ
ン
ツ

を
ネ
ッ
ト
配
信
中
！

オ
ン
ラ
イ
ン
版
「
お
は
な

し
Ｂ
Ｏ
Ｘ
」

　

ピ
ッ
コ
ロ
劇
団
が
図
書
館

な
ど
に
お
で
か
け
し
て
実
施

し
て
い
る
「
お
は
な
し
Ｂ
Ｏ

Ｘ
」
を
お
う
ち
に
お
届
け
！

◆
最
新
版　

童
話
編
①
「
ロ

バ
の
王
子
」〈
字
幕
な
し
版
〉

〈
日
本
語
字
幕
版
〉

【
出
演
】

絵
・
ロ
バ
の
王
子
／
車 

貴

玲脚
本
・
お
姫
様
／
金
田
萌
果

編
集
・
お
妃
・
魔
女
／
有
川

理
沙

構
成
・
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
／
田

渕
詩
乃

作
曲
・
演
奏
／
吉
江
麻
樹

監
修
・
王
さ
ま
／
風
太
郎

録
音
・
協
力
／
三
坂
賢
二

郎
、
岡
田 

力

兵
庫
県
立
ピ
ッ
コ
ロ
劇
団
Ｙ

ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
チ
ャ
ン
ネ
ル

に
て

新
企
画
も
続
々
配
信
中
！

　

今
シ
ー
ズ
ン
は
定
期
演
奏

会
の
開
催
を
残
念
な
が
ら
見

送
る
こ
と
と
な
っ
た
芸
術
文

化
セ
ン
タ
ー
管
弦
楽
団
で
す

が
、
か
わ
っ
て
特
別
な
演
奏

会
を
企
画
し
て
ま
い
り
ま

す
。
10
月
に
は
、
国
内
各
地

の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
指
揮

し
、
高
い
評
価
を
受
け
る
大

井
剛
史
と
、
天
才
少
女
と
し

て
デ
ビ
ュ
ー
以
来
、
国
際
的

に
活
躍
す
る
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ニ

ス
ト
木
嶋
真
優
が
登
場
！　

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
チ
ャ
イ
コ

フ
ス
キ
ー
に
酔
い
し
れ
て
。

【
曲
目
】
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ

ー
／
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
協
奏

曲
、
交
響
曲
第
４
番

【
出
演
】
指
揮
／
大
井
剛
史
、

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
／
木
嶋
真

優
、
管
弦
楽
／
兵
庫
芸
術
文

化
セ
ン
タ
ー
管
弦
楽
団

【
日
時
】
10
月
17
日
㈯
14
時

【
場
所
】Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
Ｌ
Ｃ
Ｏ
大

ホ
ー
ル（
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
）

【
入
場
料
】
Ａ
席
３
０
０
０

円
、
Ｂ
席
１
０
０
０
円
（
全

席
指
定
）

　

日
本
を
代
表
す
る
ヴ
ァ
イ

オ
リ
ニ
ス
ト
堀
米
ゆ
ず
子
。

こ
れ
ま
で
当
セ
ン
タ
ー
で
は

「
バ
ッ
ハ
＆
ブ
ラ
ー
ム
ス
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
等
、
室
内
楽

や
協
奏
曲
で
数
々
の
名
演
を

披
露
し
ま
し
た
が
、
無
伴
奏

の
み
の
公
演
で
は
初
来
演
。

「
シ
ャ
コ
ン
ヌ
」（
パ
ル
テ
ィ

ー
タ
第
２
番
よ
り
）
等
、
バ

ッ
ハ
の
神
々
し
き
一
音
一
音

に
浸
る
ひ
と
と
き
を
。

【
曲
目
】
Ｊ
．
Ｓ
．
バ
ッ
ハ

／
無
伴
奏
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
の

た
め
の
ソ
ナ
タ
と
パ
ル
テ
ィ

ー
タ
よ
り
ソ
ナ
タ 

第
１
番
、

パ
ル
テ
ィ
ー
タ 

第
１
番
、

ソ
ナ
タ 
第
２
番
、
パ
ル
テ

ィ
ー
タ 

第
２
番

【
出
演
】
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
／

堀
米
ゆ
ず
子

【
日
時
】
11
月
７
日
㈯
14
時

【
場
所
】
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
Ｌ
Ｃ
Ｏ

大
ホ
ー
ル
（
芸
術
文
化
セ
ン

タ
ー
）

【
入
場
料
】
Ａ
席
３
０
０
０

円
、
Ｂ
席
１
０
０
０
円
（
全

席
指
定
）

#
ま
た
ピ
ッ
コ
ロ
で
会
い
ま
し
ょ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　

人
生
、楽
し
ま
な
く
ち
ゃ
。

夕
方
が
一
日
で
い
ち
ば
ん
い

い
時
間
な
ん
だ
―

　

英
国
貴
族
に
仕
え
た
執

事
。
一
つ
の
職
業
に
実
直
に

一
生
を
捧
げ
た
男
の
、
人
生

の
夕
暮
れ
時
、
過
去
を
振
り

返
っ
た
時
に
見
え
る
景
色
は

…
英
国
最
高
峰
の
文
学
賞
・

ブ
ッ
カ
ー
賞
を
受
賞
し
た
カ

ズ
オ
・
イ
シ
グ
ロ
の
代
表
作

を
実
力
派
俳
優
に
よ
る
リ
ー

デ
ィ
ン
グ
で
描
き
ま
す
。

【
原
作
】
カ
ズ
オ
・
イ
シ
グ

ロ
（
早
川
書
房
刊
）

【
訳
】
土
屋
政
雄

【
上
演
台
本
・
演
出
】
村
井 

雄【出
演
】
眞
島
秀
和
、
大
空

ゆ
う
ひ
、
マ
キ
ノ
ノ
ゾ
ミ
、

ラ
サ
ー
ル
石
井

【
日
時
】
10
月
６
日
㈫
19
時

【
場
所
】阪
急
中
ホ
ー
ル
（
芸

術
文
化
セ
ン
タ
ー
）

【
入
場
料
】５
５
０
０
円
（
全

席
指
定
）

チケットを購入されるお客様へ
　新型コロナウイルス感染防止対策にご理
解とご協力をお願いいたします。
※�マスクを着用されない方はご入場できま

せん。
※�３７.５℃以上の発熱がある方は入場をお断

りさせていただきます。
※�来場者情報を把握するため、芸術文化セ

ンターでのチケットのご購入は芸術文化
センター先行予約会員（無料）の登録が
必要です。お一人様２枚までとさせてい
ただきます。

※入場者数を制限して販売いたします。
※�掲載の情報は、都合により変更になる可

能性がございます。最新の情報につきま
しては、当センターウェブサイト等をご
確認ください。

       

芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
管
弦
楽
団　

特
別
演
奏
会

ザ
・
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー

大井剛史木嶋真優

堀
米
ゆ
ず
子 
無
伴
奏
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
リ
サ
イ
タ
ル

堀米ゆず子

12
日
㈯
発
売

朗
読
劇　

日
の
名
残
り

眞島秀和大空ゆうひ

マキノノゾミラサール石井

   

平
成
29
年
度
文
化
庁
芸
術
祭
賞
優
秀
賞
作
品

ひ
ょ
う
ご
能『
土
蜘
蛛
・
替
間
狂
言〈
土
隠
〉』

　

病
に
伏
す
源
頼
光
の
と
こ

ろ
へ
怪
し
げ
な
僧
が
現
れ
、

蜘
蛛
の
糸
を
投
げ
つ
け
る
。

頼
光
は
名
刀
・
膝
丸
で
斬
り

つ
け
る
が
、
僧
は
姿
を
消
し

て
し
ま
う
。
従
来
は
家
来
に

よ
る
妖
怪
退
治
の
物
語
を
、

新
解
釈
で
は
土
蜘
蛛
の
精
の

立
場
か
ら
描
き
、
何
故
頼
光

を
襲
っ
た
の
か
？ 

土
蜘
蛛

達
が
古
事
記
に
さ
か
の
ぼ

り
、
一
族
の
悲
し
い
物
語
を

伝
え
ま
す
。

◆
第
一
部　

狂
言『
濯
ぎ
川
』

【
出
演
】
善
竹
隆
平
、
善
竹

忠
亮
、
善
竹
隆
司
、
ト
ー
ク

／
小
松
和
彦
（
国
際
日
本
文

化
研
究
セ
ン
タ
ー
名
誉
教

万
作
萬
斎
狂
言

　

芸
歴
80
年
を
越
え
て
ま
さ

に
円
熟
味
を
極
め
た
人
間
国

宝
・
野
村
万
作
、
狂
言
は
も

と
よ
り
映
像
・
舞
台
と
幅
広

く
活
躍
す
る
野
村
萬
斎
ら
一

門
に
よ
る
狂
言
会
。
楽
し
い

野
村
萬
斎
に
よ
る
解
説
付
き

で
、
初
心
者
の
方
に
も
安
心

し
て
ご
鑑
賞
い
た
だ
け
ま

す
。
深
ま
る
秋
を
感
じ
る
昼

下
が
り
、
あ
た
た
か
な
一
時

を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

【
演
目
】「
柿
山
伏
」「
成
上
り
」

「
大
般
若
」

【
出
演
】
野
村
万
作
、
野
村

萬
斎　

ほ
か

【
日
時
】
11
月
11
日
㈬
、
12

野村万作野村萬斎

日
㈭
各
日
14
時

【
場
所
】阪
急
中
ホ
ー
ル
（
芸

術
文
化
セ
ン
タ
ー
）

【
入
場
料
】Ａ
席
６
０
０
０
円
、

Ｂ
席
４
０
０
０
円（
全
席
指
定
）

授
）

◆
第
二
部　

能
『
土
蜘
蛛
・

替
間
狂
言
〈
土
隠
〉』

【
出
演
】
上
田
拓
司
、
梅
若

基
徳
、
善
竹
隆
司
、
善
竹
隆

平
、
福
王
知
登
、
喜
多
雅
人

　

ほ
か

【
日
時
】
10
月
24
日
㈯
14
時

【
場
所
】阪
急
中
ホ
ー
ル
（
芸

術
文
化
セ
ン
タ
ー
）

【
入
場
料
】３
５
０
０
円
（
全

席
指
定
）

撮影 ：牛窓雅之

Ⓒ K.MiuraⒸ Keiichi Suto

Ⓒ akira muto Octavia Records Inc.

岩松 了 別役 実
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　みなさまのご意見、ご感想をお寄せ
ください。（なお、ご趣旨に沿って、文章
を修正させていただくことがあります）
★ 〒₆₅₀-₀₀₁₁ 神戸市中央区下山手通

₄-₁₆-₃（公財︶兵庫県芸術文化協会
「すずかけ」係へ。

FAX、eメール可★FAX₀₇₈·₃₂₁·₂₁₃9
eメール： sinkoubu@hyogo-arts.or.jp

◆
今
年
度
の
生
活
文
化
大
学
が

９
月
か
ら
開
講
と
の
朗
報
！ 

当
初
の
予
定
か
ら
は
回
数
は
減

り
ま
し
た
が
、
そ
の
分
有
難
み

を
感
じ
て
お
り
ま
す
。
い
ま
だ

予
断
を
許
さ
ぬ
状
況
で
す
が
、

９
月
に
兵
庫
県
民
会
館
へ
足
を

運
ぶ
日
を
楽
し
み
に
し
て
お
り

ま
す
。（
大
阪
市
・
Ｓ
）

★
な
か
な
か
開
講
の
案
内
が
で

き
ず
、
受
講
予
定
の
皆
さ
ま
に

は
大
変
ご
心
配
・
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
し
た
。
受
講
生
の
皆

さ
ま
に
安
心
し
て
学
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
感
染
防
止
策
を
講

じ
て
開
講
し
ま
す
。職
員
一
同
、

お
会
い
で
き
る
日
を
楽
し
み
に

し
て
お
り
ま
す
。（
編
集
部
）

◆
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
が
増

え
て
き
て
嬉
し
い
で
す
。
コ
ロ

ナ
の
感
染
予
防
と
熱
中
症
対
策

を
し
っ
か
り
し
て
出
か
け
よ
う

と
思
い
ま
す
。（
尼
崎
市
・
Ｙ
）

◆
当
市
も
公
民
館
関
係
行
事
が

中
止
と
な
り
、
ま
だ
近
所
を
う

ろ
つ
く
程
度
で
す
が
、
８
月
号

掲
載
の
あ
べ
の
ハ
ル
カ
ス
や
Ａ

Ｔ
Ｃ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
横
尾
さ
ん

な
ど
に
も
出
か
け
た
く
、
今
か

ら
予
定
を
組
ん
で
い
ま
す
。
鬱

々
と
し
た
気
分
を
一
新
出
来
る

と
思
い
ま
す
。（
川
西
市
・
Ｓ
）

〝
手
で
作
る
〞 

神
秘
性
漂
う
作
品

第₂₇₃回

令
和
元
年
度
兵
庫
県
芸
術
奨
励
賞
受
賞
者

陶
芸
家 

永な
が
さ
わ澤

　
仁ひ

と
し

さ
ん

素
顔
拝
見

　

受
賞
の
知
ら
せ
を
聞
い
て

「
素
直
に
う
れ
し
か
っ
た
」

と
笑
顔
を
見
せ
た
。

　

受
賞
の
理
由
は
、「
出
石

焼
の
伝
統
を
受
け
継
ぎ
な
が

ら
、
現
代
的
な
独
自
の
作
風

を
追
求
し
優
れ
た
成
果
を
あ

げ
た
」
と
い
う
も
の
だ
。

　

昨
年
暮
れ
に
あ
っ
た
授
賞

式
の
ス
ピ
ー
チ
で
は
、「
モ

ノ
が
あ
ふ
れ
る
い
ま
の
社
会

で
、
手
で
モ
ノ
を
作
る
と
い

う
こ
と
を
信
じ
て
今
日
ま
で

や
っ
て
き
た
。（
受
賞
は
）

そ
れ
を
認
め
て
も
ら
っ
た
」

と
喜
び
を
語
っ
た
一
方
で

「
出
石
焼
は
後
継
者
の
育
成

が
大
き
な
課
題
で
す
。賞
は
、

　

た
だ
、
陶
器
ば
か
り
で
な

く
絵
や
書
の
作
品
、
そ
れ
に

京
都
の
お
寺
を
見
る
の
が
好

き
だ
っ
た
と
い
う
。

「
変
わ
っ
た
子
ど
も
と
い
わ

れ
て
い
ま
し
た
」

　

ス
イ
ッ
チ
が
入
っ
た
の
は

大
学
受
験
を
考
え
る
よ
う
に

な
っ
た
高
校
生
の
こ
ろ
だ
っ

た
。
陶
芸
を
学
ぶ
大
学
に
進

花
器
に
も
な
り
皿
に
も
な
る
。

　
「
花
を
生
け
る
人
や
料
理

人
に
ど
う
使
う
か
問
い
か
け

の
で
き
る
う
つ
わ
を
つ
く
り

た
い
」
と
い
い
、「
使
い
た

い
人
が
、
そ
の
作
品
を
う
つ

わ
に
し
て
く
れ
ま
す
」
と
も

い
う
。

　

制
作
に
向
か
う
姿
勢
と
し

て
、
日
常
に
使
う
湯
の
み
も

展
覧
会
に
出
す
よ
う
な
大
作

後
継
者
を
育
て
な
さ
い
と
い

う
宿
題
を
頂
い
た
と
考
え
て

い
ま
す
」と
覚
悟
を
話
し
た
。

　

出
石
焼
の
窯
元
に
生
ま
れ

た
。
父
は
、
陶
芸
家
で
兵
庫

県
文
化
賞
を
受
賞
し
た
重
鎮

の
永
信
さ
ん
。
仁
さ
ん
は
５

代
目
に
あ
た
る
。
陶
芸
の
技

術
的
な
こ
と
を
具
体
的
に
教

え
て
も
ら
っ
た
こ
と
は
ほ
と

ん
ど
な
く
、
今
で
は
父
を
同

業
者
、
あ
る
い
は
ラ
イ
バ
ル

と
考
え
て
い
る
と
い
う
。

　

だ
が
、
子
ど
も
の
頃
は
陶

芸
の
世
界
に
関
心
は
薄
か
っ

た
。「
中
学
校
の
頃
は
部
活

に
一
生
懸
命
だ
っ
た
」

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
か
た
ま
り
と

い
う
よ
う
な
作
品
で
す
」

　

出
石
焼
は
磁
器
で
あ
る
。

陶
器
よ
り
も
高
い
温
度
で
焼

成
す
る
。
作
品
の
多
く
は
白

い
肌
を
し
て
い
て
透
明
感
が

あ
り
、
時
に
神
秘
性
を
漂
わ

せ
る
。

　

若
い
頃
か
ら
テ
ー
マ
と
し

て
い
る
の
は
、「
う
つ
わ
」

豊岡市出石町生まれ。愛
知県立芸術大学陶磁専攻
を卒業。スペインに留学。
神戸ビエンナーレ₂₀₀₇・
現代陶芸コンペティショ
ン審査員特別賞、但馬文
化賞、神戸ビエンナーレ
₂₀₁₁・現代陶芸コンペテ
ィション兵庫陶芸美術館
賞など受賞歴多数。₄₈歳。

で
あ
る
。

　
「
漠
然
と
し
て
い
ま
す
が
、

部
屋
も
ひ
と
つ
の
う
つ
わ
、

地
球
と
い
う
の
も
あ
る
意
味

で
う
つ
わ
で
す
」

　
「
人
間
に
つ
い
て
も
、
あ

の
人
は
器
が
大
き
い
と
か
大

器
晩
成
と
か
、
う
つ
わ
に
た

と
え
て
表
現
さ
れ
ま
す
」

　

あ
る
う
つ
わ
に
、
何
を
ど

う
盛
り
込
む
か
に
よ
っ
て
、

む
と
決
め
、
デ
ッ

サ
ン
な
ど
基
礎
を

学
ぶ
学
校
に
通
っ

た
。

　

大
学
生
の
こ

ろ
、「
陶
芸
の
概

念
を
根
底
か
ら
覆

さ
れ
る
よ
う
な
作

品
に
出
あ
っ
た
」。

ス
ペ
イ
ン
の
陶
芸

家
の
作
品
で
あ
る
。

　
「
大
地
そ
の
も

の
を
焼
き
物
に
し

た
よ
う
な
感
じ
で

し
た
。
土
と
炎
の

も
「
同
じ
よ
う

に
と
ら
え
て
つ

く
り
ま
す
」
と

い
う
。

　
「
数
あ
る
湯

の
み
を
見
て
、

あ
っ
こ
れ
は
永

澤
仁
の
作
っ
た

品
だ
、
と
い
わ

れ
る
よ
う
な
仕

事
を
し
た
い
」

と
熱
を
込
め

た
。

　

神秘性を感じさせる作品「うつわ」
（₂₀₁9年作）

手仕事の神髄を追究する永澤さんの手

アートで兵庫を元気に！

9月開催ガイド
　

ア
ー
ト
に

は
人
や
ま
ち

を
元
気
に
す

る
力
が
あ
り

ま
す
。

　
「
ア
ー
ト

de
元
気
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
ひ

ょ
う
ご
」
で

は
、
兵
庫
県

各
地
で
開
催

さ
れ
て
い
る

伝
統
的
な
建
築
物
や
町
並
み
、

自
然
の
風
景
な
ど
、
地
域
固
有

の
資
源
と
ア
ー
ト
を
融
合
し
た

ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
連
携

を
推
進
し
、
広
く
情
報
発
信
す

る
こ
と
で
、
ま
ち
に
住
む
人
も

訪
れ
る
人
も
元
気
に
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

人
と
の
距
離
を
と
る
中
、
人

に
寄
り
そ
う
ア
ー
ト
で
元
気
を

も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

　

神
戸
・
六
甲
山
上
を
舞
台
に

展
開
さ
れ
る
現
代
ア
ー
ト
の
野

外
展
覧
会
も
今
年
で
11
回
目
。

ハ
イ
キ
ン
グ
気
分
で
ア
ー
ト
に

＊
会
場
に
よ
り
異
な
る
。
17
時

以
降
も
鑑
賞
で
き
る
作
品
あ
り
。

【
鑑
賞
チ
ケ
ッ
ト
】
大
人
２
５

０
０
円
、
小
人
（
４
歳
～
小
学

生
）
１
０
０
０
円
＊
有
料
６
会

場
に
会
期
中
各
１
回
ず
つ
入
場

可
能
。

【
場
所
】
六
甲
ガ
ー
デ
ン
テ
ラ

ス
ほ
か
山
上
12
施
設

【
問
い
合
わ
せ
】
六
甲
ミ
ー
ツ

・
ア
ー
ト 

芸
術
散
歩
２
０
２

０
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
☎
０

７
８
・
８
９
１
・
０
０
４
８

会
い
に
行
こ
う
。

【
会
期
】
９
月
12
日
㈯
～

11
月
23
日
（
月
・
祝
）

【
休
業
日
】
９
月
17
日
㈭
、

24
日
㈭ 

※
「
六
甲
山
サ

イ
レ
ン
ス
リ
ゾ
ー
ト
」
の

み
９
月
14
日
㈪
、23
日
㈬
、

28
日
㈪
、
10
月
の
毎
月
曜

日
も
休
業

【
開
催
時
間
】10
時
～
17
時

Art Work : Fumieda《The scenery 
I sew》
Model : Aoi Shimazawa
Photographer : Hideaki Hamada
Place : 自然体感展望台 六甲枝垂れ

　

河
原
町
妻
入
商
家
群
を
中
心

に
空
家
や
空
き
ス
ペ
ー
ス
、
軒

下
な
ど
野
外
展
示
を
主
と
し
た

ス
ト
リ
ー
ト
ア
ー
ト
展
を

開
催
し
ま
す
。

　

道
路
か
ら
町
屋
の
土
間

を
覗
き
見
る
な
ど
、
ソ
ー

シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
を

保
つ
「
今
出
来
る
こ
と
」

を
テ
ー
マ
に
、
い
つ
も
と
は

違
っ
た
視
点
で
楽
し
む
町
歩
き
。

　

近
年
移
住
さ
れ
た
作
家
さ
ん

の
作
品
も
見
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

【
会
期
】９
月
19
日
㈯
～
27
日
㈰

【
休
廊
日
】
９
月
23
日
㈬
、
24

日
㈭

【
開
催
時
間
】
10
時
30
分
～
16

時
30
分

【
入
場
料
】
無
料

【
場
所
】
河
原
町
妻
入
商
家
群

（
丹
波
篠
山
市
河
原
町
）

【
問
い
合
わ
せ
】
丹
波
篠
山
・

ま
ち
な
み
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
実
行
委
員
会
☎
０
７
９
・

５
５
２
・
２
５
２
４

開
館
₁₅
周
年
記
念

出
石
焼

︱
但
馬
の
小
京
都
で
生
ま
れ
た
珠
玉
の
や
き
も
の
︱

　

江
戸
時
代
後
期
に
創
業
し

た
出
石
焼
は
、
幕
末
維
新
の

激
動
期
を
経
て
現
在
に
至
っ

て
い
ま
す
。

　

本
展
で
は
そ
の
始
ま
り
か

ら
明
治
時
代
ま
で
に
製
作
さ

れ
た
染
付
や
色
絵
、
白
磁
に

焦
点
を
あ
て
、
そ
の
歴
史
や

特
徴
な
ど
を
関
連
資
料
と
と

も
に
紹
介
し
ま
す
。

　

館
所
蔵
の
も
の
か
ら
、
各

地
の
博
物
館
や
美
術
館
、
個

人
所
蔵
の
出
石
焼
ま
で
、
こ

れ
ま
で
見
る
機
会
の
な
か
っ

た
作
品
な
ど
を
一
堂
に
会
し

た
大
規
模
な
展
覧
会
で
す
。

【
会
期
】
９
月
12
日
㈯
～
11
月

29
日
㈰

【
開
館
時
間
】
10
時
～
18
時
、

入
館
は
閉
館
の
30
分
前
ま
で

【
休
館
日
】
月
曜
日
（
た
だ
し
、

９
月
21
日
（
月
・
祝
）、
10
月

19
日
㈪
、
11
月
23
日
（
月
・
祝
）

は
開
館
し
、
９
月
23
日
㈬
、
11

月
24
日
㈫
は
休
館
）

【
観
覧
料
】
一
般
１
０
０
０

円
（
当
協
会
友
の
会
会
員
は

８
０
０
円
）、
大
学
生
８
０

０
円
、70
歳
以
上
５
０
０
円
、

高
校
生
以
下
無
料

【
場
所
】
兵
庫
陶
芸
美
術
館

（
丹
波
篠
山
市
今
田
町
上
立

杭
４
）
☎
０
７
９
・
５
９
７

・
３
９
６
１

【
プ
レ
ゼ
ン
ト
】チ
ケ
ッ
ト
を

抽
選
で
５
組
10
人
に
。
応
募

方
法
は
３
面
。
11
日
㈮
必
着

《白磁籠目菊花貼付壺》
明治₃₀年代（₁₈9₇～₁9₀₆）
兵庫陶芸美術館（田中寛
コレクション）

阪神地域
オープンミュージアム

無料開放DAY
10月2日㈮～4日㈰

　

阪
神
間
モ
ダ
ニ
ズ
ム
の
文
化

を
育
ん
だ
阪
神
地
域
に
は
、
個

性
豊
か
な
美
術
館
・
博
物
館
な

ど
が
多
数
集
積
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
施
設
が
常
設
展
を
中
心

に
一
斉
に
無
料
開
放
し
ま
す
。

こ
の
機
会
に
魅
力
あ
ふ
れ
る
文

化
資
源
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
会
期
】
10
月
２
日
㈮
～
４
日

㈰
※
各
日
の
み
無
料
開
放
の
施

設
も
あ
り
ま
す
。

【
場
所
】
尼
崎
市
、
西
宮
市
、

芦
屋
市
、
宝
塚
市
、
川
西
市
、

三
田
市
、
猪
名
川
町
の
美
術
館

・
博
物
館
な
ど
約
30
施
設

※
詳
細
は　

あ
に
あ
ん
倶
楽
部

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http

：//
anian

︲club.jp/

）
で
。

【
問
い
合
わ
せ
】
阪
神
南
県
民

セ
ン
タ
ー
県
民
・
産
業
振
興
課

☎
０
６
・
６
４
８
１
・
７
６
７

９

六甲
ミーツ・アート
芸術散歩2020

いつもとちがう まちなみアートウォーク

Historic Street ART Festival

丹波篠山
in Tamba Sasayama

2020



お
出
か
け
ち
ょ
っ
と
メ
モ

　

石
垣
づ
く
り
の
山
城
だ
っ

た
利り
か
ん
じ
ょ
う

神
城
の
跡
は
、
佐
用
町

の
「
道
の
駅
宿
場
町
ひ
ら
ふ

く
」
の
展
望
台
か
ら
真
正
面

に
見
え
ま
す
。
道
の
駅
の
駐

車
場
で
、
利
神
城
跡
の
場
所

を
地
元
の
人
に
尋
ね
る
と
、

指
で
示
し
、
今
は
登
山
道
が

崩
れ
て
あ
が
れ
な
い
、
と
親

切
に
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

四
角
く
整
地
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
見
え
る
と
こ
ろ
に
木

々
が
茂
っ
て
い
る
の
が
見
え

ま
す
。
四
角
に
み
え
る
の
は

「
石
垣
で
す
」
と
さ
ら
に
説

明
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
資
料
や
平
福

の
町
中
に
あ
る
お
城
の
由
来

記
に
よ
る
と
、
は
じ
め
は
１

３
４
９
（
貞
和
５
）
年
、
砦
と
り
で

と
し
て
利
神
山
（
標
高
３
７

３
㍍
）
に
造
ら
れ
ま
し
た
。

　

戦
国
時
代
に
な
る
と
、
こ

の
あ
た
り
は
毛
利
と
織
田
と

の
せ
め
ぎ
あ
い
の
前
線
と
な

り
ま
す
。

　

１
５
７
８
（
天
正
６
）
年

１
月
、
上
月
城
に
い
た
山
中

鹿
之
助
は
突
如
、
利
神
城
を

攻
め
ま
す
。

　
「
我
に
七
難
八
苦
を
与

え
よ
」
と
い
う
セ
リ
フ
、

講
談
な
ど
で
よ
く
出
て
き

ま
す
。
こ
れ
を
発
し
た
と

い
う
の
が
山
中
鹿
之
助
で

す
。
利
神
城
は
知
ら
な
く

て
も
、
山
中
鹿
之
助
は
知

ら
れ
て
い
る
。
ス
ト
イ
ッ

ク
な
自
己
錬
磨
の
姿
勢
が

日
本
人
好
み
な
の
で
し
ょ

毎月 1 回 1 日発行 すずかけ・9月号 令和 2 年 9 月 1 日　⑹

利神城跡

智頭急行「佐用」駅

智頭急行「平福」駅

中国自動車道

道の駅 宿場町ひらふく●道の駅 宿場町ひらふく●

●兵庫県立大学天文科学センター
　西はりま天文台

373

▼
利
神
城
＝
佐
用
郡
佐
用

町
平
福
。
付
近
は
霧
で
有

名
で
、
天
守
が
霧
に
浮
か

ん
だ
の
で
別
名
、
雲
突
城

と
も
い
わ
れ
た
。
雲
突

は
、
「
く
も
つ
き
」
と
も

「
う
ん
と
つ
」
と
も
言
わ

れ
る
。
₂
₀
₁
₇
︵
平
成

₂9
︶
年
₁₀
月
、
国
の
史
跡

に
指
定
さ
れ
た
。

▼
道
の
駅
宿
場
町
ひ
ら
ふ

く
＝
佐
用
町
平
福
₉
₈
₈

︱
₁
。
中
国
自
動
車
道
佐

用
Ｉ
Ｃ
か
ら
₁₀
分
。
智
頭

急
行
平
福
駅
か
ら
徒
歩
₂

分
。
休
み
は
、
毎
週
水
曜

と
年
末
年
始
。
平
日
₈
時

～
₁₈
時
、
土
日
祝
₈
時
～

₁9
時
。
☎
₀
₇
₉
₀
・
₈

₃
・
₂
₃
₇
₃

▼
平
福
の
川
端
風
景
＝
散

策
用
の
道
が
整
備
さ
れ
て

い
る
。

▼
兵
庫
県
立
大
学
天
文
科

学
セ
ン
タ
ー
西
は
り
ま
天

文
台
＝
佐
用
町
西
河
内
₄

₀
₇
︱
₂
。
平
福
か
ら
車

で
₁₅
分
ぐ
ら
い
。
智
頭
急

行
佐
用
駅
か
ら
タ
ク
シ
ー

で
₁₅
分
。
開
園
時
間
は
₉

時
～
₂₁
時
。
天
文
台
の
見

学
は
南
館
が
₉
時
～
₁₈

時
、
北
館
が
₁₇
時
ま
で
。

休
み
は
、
年
末
年
始
と
原

則
毎
月
第
₂
、
第
₄
月

曜
。
総
合
案
内
は
☎
₀
₇

₉
₀
・
₈
₂
・
₀
₅
₉
₈

道の駅宿場町ひらふくの「ひらふく
定食」（₁₃₅₀円、税込み）

音楽会、講演会、研修会、展覧会などにご利用いただけます。
ホール専用（各1台）、会議室専用（2台）のプロジェクターを導入。（無料）

9階けんみんホール

駐車場37台完備（24時間営業）

11階パルテホール

お申込み・お問い合わせ

※空室情報はホームページで随時更新中

T E L. 078-321-2131
FAX. 078-321-2138
http://hyogo-arts.or.jp

〒650-0011 
神戸市中央区下山手通
                   4丁目16番3号

【アクセス】
地下鉄山手線「県庁前駅」下車
すぐ
JR神戸線「元町駅」・阪神本線

「元町駅」下車、北へ徒歩約7分

兵
庫
県
民
会
館

ピアノや反響板を設置し、リニューアルして
生まれ変わりました。

講演会、研修会、パーティー会場とし
てご利用いただけます。

入口でのサーモカメラ設置など、新型コロナウイルス感染防止対策に
取り組んでおります。ご理解とご協力をお願いいたします。

１階カフェは10月開業
に向けて準備中！

城跡訪ねて

兵庫の

利
神
城
跡
（
佐
用
郡
佐
用
町
平
福
2
9
8
番
1
）

山
中
鹿
之
助
、
利
神
城
を
攻
め
る

佐
用
川
に
写
る
宿
場
町
ひ
ら
ふ
く
の
土
蔵
群

兵庫県立大学天文科学セン
ター西はりま天文台道の駅宿場町ひらふく

う
か
。
山
中
鹿
之
助
が
戦
国

時
代
に
攻
撃
し
た
城
、
と
し

て
も
っ
と
Ｐ
Ｒ
し
て
も
よ
い

よ
う
に
思
え
ま
す
。

　

利
神
城
が
、
壮
大
美
麗
な

三
重
の
天
守
を
持
っ
た
城
に

造
り
替
え
ら
れ
た
の
は
、
関

个
原
の
合
戦（
１
６
０
０
年
）

の
あ
と
、
江
戸
時
代
初
期
の

こ
と
で
す
。

　

こ
の
合
戦
で
徳
川
に
味
方

し
た
池
田
輝
政
は
姫
路
城
に

入
り
ま
す
。
６
つ
の
支
城
の

一
つ
、
利
神
城
を
甥
の
池
田

由
之
に
委
ね
ま
し
た
。
由
之

は
５
年
か
け
て
山
城
を
大
改

修
し
、
西
の
麓
に
御
殿
屋
敷

を
整
備
し
ま
し
た
。し
か
し
、

な
り
、
城
下
町
だ
っ
た
平
福

の
ま
ち
は
旧
因
幡
街
道
の
宿

場
町
と
し
て
変
遷
を
た
ど
り

ま
す
。

　

お
昼
は
道
の
駅
宿
場
町
ひ

ら
ふ
く
の「
ひ
ら
ふ
く
定
食
」

を
食
し
ま
し
た
。
特
産
の
コ

ン
ニ
ャ
ク
の
さ
し
み
、
キ
ノ

コ
や
ナ
ス
の
て
ん
ぷ
ら
、
そ

れ
に
混
ぜ
ご
飯
と
野
趣
た
っ

ぷ
り
で
す
。

　

ま
ち
を
歩
き
ま
し
た
。
天

神
橋
か
ら
佐
用
川
の
川
面
を

見
ま
す
。
軒
を
つ
ら
ね
る
土

蔵
や
川
屋
敷
が
川
に
写
り
こ

ん
で
い
ま
す
。「
逆
さ
富
士
」

の
よ
う
な
川
端
風
景
は
、
一

見
の
価
値
あ
り
で
す
。

　

兵
庫
県
立
大
学
天
文
科
学

「
那
由
他
」、
10
の
60
乗

だ
そ
う
で
す
。
古
代
サ

ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
に
由

来
し
「
き
わ
め
て
大
き

な
数
量
」
を
意
味
し
ま

す
。

　

天
文
台
に
は
、
宿
泊

施
設
や
食
堂
、
広
場
、

散
策
路
な
ど
が
整
備
さ

れ
て
い
て
、
泊
り
が
け

で
星
空
の
観
察
が
で
き

ま
す
。

　

佐
用
町
の
ま
ち
を
車

で
走
っ
て
い
ま
す
と
、「
佐

用
名
物　

ホ
ル
モ
ン
焼
う
ど

ん
」の
看
板
を
み
か
け
ま
す
。

同
町
で
は
か
つ
て
畜
産
業
や

精
肉
業
が
さ
か
ん
で
、
新
鮮

で
安
価
な
内
臓
肉
（
ホ
ル
モ

ン
）
が
入
手
し
や
す
か
っ
た

こ
と
か
ら
、
家
庭
料
理
な
ど

で
ホ
ル
モ
ン
焼
う
ど
ん
が
食

べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
佐
用
平
福
Ｉ
Ｃ
の

近
く
に
は
「
播
州
平
福
し
ゃ

く
な
げ
の
里
」
が
あ
り
、
見

ご
ろ
と
な
る
春
に
は
約
１
５

０
種
１
５
０
０
０
本
の
し
ゃ

く
な
げ
が
迎
え
て
く
れ
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
西
は
り
ま
天
文

台
に
行
き
ま
し
た
。
北
館

と
南
館
が
あ
り
ま
す
。
南

館
に
は
口
径
２
０
０
㌢
の

反
射
望
遠
鏡
「
な
ゆ
た
」

が
あ
り
ま
す
。そ
の
力
は
、

１
０
０
億
光
年
を
こ
え
る

宇
宙
の
果
て
を
肉
眼
で
見

る
こ
と
が
出
来
る
そ
う
で

す
。

　
「
な
ゆ
た
」
は
数
詞
で

中央の遠くに見えるのが利神城の本丸跡付近

佐用川にうつる平福の街並み

そ
の
後
の
人
事
で
廃
城
と

　

花
と
緑
の
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ

イ
ベ
ン
ト
、「
２
０
２
０
ひ

ょ
う
ご
ま
ち
な
み
ガ
ー
デ
ン

シ
ョ
ー
in
明
石
」
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
美
し
い
県
土
、
ひ

ょ
う
ご
ふ
る
さ
と
づ
く
り
の

実
現
に
向
け
て
、
花
と
緑
に

関
す
る
県
民
の
意
識
の
向
上

や
、
花
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り

を
い
っ
そ
う
推
進
す
る
た
め

毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
イ
ベ

ン
ト
で
す
。
28
回
目
と
な
る

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
次
世
代

へ
つ
な
ぐ
花
と
緑
の
バ
ト
ン

リ
レ
ー
」。

　

初
日
の
20
日
に
は
明
石
駅

コ
ン
コ
ー
ス
で
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
、

明
石
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管

弦
楽
団
に
よ
る
演
奏
も
お
聴

き
い
た
だ
け
ま
す
（
９
時
15

分
～
）。

　

メ
イ
ン
会
場
の
明
石
公
園

で
は
写
真
部
門
、
単
鉢
コ
ン

テ
ス
ト
、
ガ
ー
デ
ン
部
門
な

ど
各
部
門
の
「
２
０
２
０
ガ

地域の文化情報

2020ひょうごまちなみガーデンショー
in 明石

9月₂₀日㈰～₂₇日㈰

東播磨

ー
デ
ン
コ
ン
ペ
・
ひ
ょ
う

ご
」の
作
品
展
示
を
は
じ
め
、

昨
年
度
ま
で
の
最
優
秀
賞
受

賞
者
の
「
名
誉
展
示
」
や
県

立
農
業
系
高
校
等
12
校
の
作

庭
を
展
示
す
る
「
ア
グ
リ
ハ

イ
ス
ク
ー
ル
ガ
ー
デ
ン
」
な

ど
多
彩
な
作
品
が
展
示
さ
れ

ま
す
。
そ
の
他
、
出
展
作
品

の
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
や
ガ
ー
デ

ニ
ン
グ
相
談
、
園
芸
教
室
な

ど
も
。

　

気
が
滅
入
る
ニ
ュ
ー
ス
ば

か
り
で
す
が
、
花
や
緑
か
ら

パ
ワ
ー
を
も
ら
っ
て
気
分
転

換
し
ま
せ
ん
か
。

【
会
期
】
９
月
20
日
㈰
～
27

日
㈰
10
時
～
16
時
（
最
終
日

は
15
時
ま
で
）

【
場
所
】
▼
メ
イ
ン
会
場
／

県
立
明
石
公
園
、
明
石
駅
前

広
場
▼
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
／

明
石
市
立
花
と
緑
の
学
習
園

▼
セ
ミ
ナ
ー
＆
表
彰
式
会
場

／
あ
か
し
市
民
広
場
（
パ
ピ

オ
ス
あ
か
し
２
階
）

【
問
い
合
わ
せ
】
ひ
ょ
う
ご

ま
ち
な
み
ガ
ー
デ
ン
シ
ョ
ー

実
行
委
員
会
事
務
局
☎
０
７

８
・
９
１
８
・
２
４
０
５

※
や
む
を
得
な
い
事
情
に
よ

り
内
容
等
を
変
更
ま
た
は
中

止
に
す
る
場
合
は
Ｈ
Ｐ

（h
t

t
p

:/
/

w
w

w
.

hyogohanam
achi.jp/

gardenshow
/

）
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。


